
【数学 C】 

〜ClassPad.net の⼿描き機能・各種ふせんを活⽤する〜 

空間ベクトルの考え⽅を実践的に理解する授業 
⽇常の空間を座標空間として捉え、空間ベクトルへの理解を深めるようにする。 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
事前に、前回までに学習した、平⾯
ベクトルの授業内容をデジタルノー
トにまとめて、⽣徒に配布する。 
 
 
 
 
 
 
 
前回までの授業で⽤いた平⾯ベクト
ルのデジタルノートを投影して説明
を⾏う。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

概要の説明 
空間ベクトルは、これまでに学習した平
⾯ベクトルを拡張した概念であることを
伝える。そして、今回の授業では空間ベ
クトルの概念を理解することを⽬標とす
る。 
 
 
 
 
既習事項の確認 
平⾯ベクトルの交換法則や結合法則な
ど、今回の授業で学ぶ空間ベクトルの法
則を平⾯ベクトルに縮⼩した既習事項の
確認を⾏う。 
 
 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：⽣徒⾃⾝の体の動きに空間の座標を適⽤することで、平⾯ベクトルから空間ベク

トルへの拡張を実践的に理解させ、問題演習にも対応できるようにする。 
⽣徒向けの⽬標：図形だけでなく、⾃分の体の動きにも空間の座標を適⽤することで、平⾯ベクト

ルから空間ベクトルへの拡張を実践的に理解する。  

【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・授業準備の時短／効率化：過去に扱った分野のデジタルノートを再利⽤することで、資料作成時

間や板書時間を削減することができる。 
・⽣徒の理解促進    ：⼿描き機能と各種ふせんを組み合わせて空間ベクトルを作図すること

で、視覚的に空間ベクトルを理解することができる。 
・協働学習促進     ：授業⽀援機能を⽤いて、⽣徒が作った問題を⽣徒同⼠で解き合わせる

ことでアウトプットを効果的に⾏わせつつ、教え合いも促進させる。 
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空間ベクトルは平⾯ベクトルを 3 次
元に拡張したものであり、本質的に
は⼀緒であることを伝えるために、
授業で⽤いるデジタルノートの作成
には平⾯ベクトルで作成したものを
再利⽤し、平⾯ベクトルとの相違点
が分かりやすくなるようにする。 
空間ベクトルを説明する際は、Excel
等で作成した図をファイルふせんに
貼り付けたものを利⽤する。 
 
 
解説に必要なものをあらかじめテキ
ストふせんなどに⽤意しておき、⼿
描き機能なども駆使して解説してい
くとよい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
解説に図を多⽤する箇所なので、あ
らかじめ Excel や PowerPoint などで
作成してファイルふせんにしてお
き、⼿描き機能なども駆使して説明
していくとよい。 
 
 
 
 
 
グループワークのやり⽅は、テキス
トふせんにして⽤意する。 
教員は、グループワークの様⼦をカ
メラふせんの機能で撮影するなど
し、次の step でそれを⾒せながら必
要に応じてアドバイスを加えるとよ
い。 
 
 
 
宿題の解答や途中式はテキストふせ
ん・ClassPad Math を利⽤した数学
ふせんに書かせ、課題として提出さ
せる。 
時間があれば、step6 で撮影したカメ
ラふせんの画像や動画などをもと
に、講評やアドバイスを加える。 
 
 

定義の説明及び解説 
まず、空間座標の定義を⾏う。その後、
step2 で確認した事項を 3 次元に拡張し
ながら、空間座標上のベクトルの性質を
⼀通り説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
問題演習 
教科書や問題集の中から、step3 で説明
された空間座標の性質についての問題を
⽣徒に演習させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
解法説明 
空間座標における 2 点間の距離を求める
⽅法の説明を⾏う。 
 
 
 
 
 
 
 
グループワーク 
クラスをグループに分ける。教室の中に
空間座標を想定し、⼀⼈が教室内の 2 点
を任意に決めて、それらを結んだ線を空
間ベクトルとし、その空間ベクトルを形
作る平⾯や辺の⻑さを他の⼈が定規やメ
ジャーなどで測定し，2 点間の距離を求
めるワークをさせる。 
 
 
まとめ・宿題 
今回学んだ空間ベクトルについて、空間
ベクトルの性質を既習範囲である平⾯ベ
クトルと対⽐しながら理解させる。宿題
として、教科書や問題集の該当範囲の問
題と、⾝の回りで空間ベクトルを活⽤で
きることを考えてまとめることを課す。 
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参考・補⾜ 
空間ベクトルを活⽤している⼀例とし
て、ゲーム制作などにおけるモーション
キャプチャーやプログラム上での座標空
間を取り上げ、空間ベクトルという概念
が⾝近なところで様々な⽅法で活⽤され
ていることを伝える。 
 

step8 

 
空間ベクトルは平⾯ベクトルを 3 次
元に拡張したものであり、本質的に
は⼀緒であることを伝えるために、
授業で⽤いるデジタルノートの作成
には平⾯ベクトルで作成したものを
再利⽤し、平⾯ベクトルとの相違点
が分かりやすくなるようにする。 
空間ベクトルを説明する際は、Excel
等で作成した図をファイルふせんに
貼り付けたものを利⽤する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作図および作問は、カメラふせん・
ファイルふせんなどに⼿描き機能を
組み合わせて⾏ってもらう。そうし
て作った図や問題を、授業⽀援機能
を利⽤して⽣徒間で共有し、解き合
いやその後の解説などに役⽴たせ
る。作問したふせんは教師に提出
し、優れている問題については宿題
として全員に出題したり、次回の授
業で紹介したりする。 
 
 
 
 
 
 
問題の解説はあらかじめ、テキスト
ふせんやファイルふせんにして⽤意
する。⽣徒にベクトルを描画させる
際は、ファイルふせんに⼿描き機能
で書き込んでもらう。 
解かせた問題は、授業⽀援機能を教
員に送信してもらう。 
 
 
 
宿題の解答や途中式はテキストふせ
ん・ClassPad Math を利⽤した数学
ふせんに書かせ、課題として提出さ
せる。 
 
 

 
YouTube 動画「【もっと！
Capcom】#1〜カプコンの開発現場
を公開！モーションキャプチャーの
世界〜」
(https://www.youtube.com/watch?v
=FNB_S1AOAwU)の URLを貼り付
けたリンクふせんを授業⽀援機能機
能を⽤いて配布し、視聴を促す。 

 
 
 


